











　   TAKIZAWA BAKIN, a famous Japanese novelist in the nineteenth 
century, collected a lot of Japanese books and Chinese books by buying them 
from bookstores and by getting books copied. He employed copyists who were 
samurais and doctors of the lower class.
　   He used the knowledge based on those books in writing his novels and 






























































































































































。天保五年五月二十七日、山本宗洪殿が、使札をもって、 『あかし物語』 （ 『女五経』 ） 、 『雲堂文集』一冊
















































馬琴は、牧之より追々画いて届けてきた「雪譜料」の画稿、疎画であるけれども、雪のこと画きつくしたもの、印本の雪譜（ 『北越雪譜』 ）は此の百分一もない、一巻五、六〇枚ずつの大幅、野生、 『 譜』の著述について牧之に断わり、画稿返すべきところ、さすがに惜しく、代金を出し 野生珍蔵してきた、実に海内一本の珍書、と説明している。　??
??


































。天保五年十一月十八日、清右衛門が、芝神明前岡田屋嘉七方から、 『世事談』 （ 『本朝世事談綺』 ）
五冊を受け取って持参した。馬琴が、過日、清右衛門を って 注文したもの、代銀三匁八分であ た。馬琴は、十九日に披閲し、二十一日、清右衛門に、代金一朱を届けるよう申し付けて買い入れた。　?????
。天保五年十一月二十日、木村黙老が、使札をもって、自著『竜説考』一冊を貸された。馬琴は、二十三







































































































































































































に、 『西洋記』 （ 『西洋記通俗演義』 ） 、 『随唐演義』














翌年、文政十 年一月十九日 馬琴は、清右衛門をもって、鶴屋へ、返本二六部、借入本三四部、 『鄭氏紀事』一





















して、自身の才名を売ろうとする書が多く のは、よからぬ 書き送って、 『妙々奇談』を批判し続けた。　
その間、 五 十 二十一日、丁子屋に、 『妙々奇談』をさがすように頼んだ。二十三日、丁子屋平兵衛が
『妙々奇談後編』上下二冊を持参した。馬琴は、早々に上を、二十五日に下を披閲した。十一月五日、丁子屋が手代をもって、前編二冊を届けてきた。馬琴はそれを読んで、抱腹、堪えがたい冗籍、と考えた。十二日、馬琴は、前後編四冊を、来宅した手代に渡し 返本した。　??????
。馬琴は、約束あって、文政十一年十月二十三日、月代をして、関忠蔵方を訪ね、夜九つ時、僕をもっ






















した。そのなかの『天竺徳兵衛物語』を、馬琴は、二月十三日に、 『最上記』と両書合わせて銀三匁にすれば買い取る、と岡田屋へ伝えた。岡田屋が、 『天竺徳兵衛物語』を銀八分、 『最上記』銀三匁を二匁五分に値引きした。岡田屋手代の手違いもあったが、馬琴は、 『最上記』を手に入れ、 『天竺徳兵衛物語』を買わなかった。　??????
。文政十二年二月朔日、馬琴は、鶴屋番頭嘉兵衛に『方則指要』 『崇正通書』 『通徳類情』を注文した。
二日、鶴屋からの使札が『方則指要』を持参した。馬琴は、早速に披閲した。　????
。文政十二年八月六日、馬琴は 大坂の河内 茂兵衛に、仲間へ問い合わせて、 『宗鏡』 （ 『選択宗鏡』 ）









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































録』一冊を封入し ので お百に、飯田町旧宅清右衛門方にある包みから取り出し 持ち帰らせた。その後、二十四日に、黙老からの使札を幸便として、預けて返本した。借用の経緯については詳らかでない。　??????
。馬琴は、天保五年十月十五日、清右衛門の幸便をもって、 『むしめがね』 （ 『劇場顕微鏡』 ）の注文を







作、中本、伊勢屋忠右衛門板）全九冊を貸 出してくれた。馬琴 その夜、六冊を繙閲 六日三冊を披閲した。十日、宗伯も一覧した。十二日、来宅した丁子屋 手代に渡して返本した。　??????
（ 『土佐本定家』 ） 。天保五年十二月十一日、木村黙老が、使札をもって、 『土佐節定家』一冊を貸され




















































」の答に、 『書言字考』 『正字通』 『字彙』







る。文政十年四月二十九日、 『大和本草』 『本草綱目』を披見して、山礬（じんちようげ）の出所を調べている。蔵書目録に、 『本草綱目』はみえるが、 『大和本草』はみえない。しか 、 『大和本草』も所蔵していたのであろう。　?????
。文政十一年三月二十五日、森屋次兵衛が来宅して、馬琴が先日合巻に入用として申し入れた『金翹伝』





















































































































































拾いあげてみる。『堀川百首狂歌集』 『慕景集』 『新安手簡』 『新著聞書』 『閑田次筆』 『秋七草』 『平義器談』 『東国太平記』 『武林録』『大坂夏御陣図説』 『誰が袖の海 天竺徳兵衛記』 『煙霞綺談』 『塩尻 広貫』 『類聚発句集 擁書漫筆』 『みちの
48
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天保五年八月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二 二頁） 。
（
（）　






天保五年二月十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一七六頁） 。
（
（）　
天保六年二月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二一頁） 。
（
（）　
天保六年三月二十八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻五一頁） 。
（
7）　
天保六年七月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻七六頁） 。
（
（）　
天保六年閏七月十二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻八六頁） 。
（
（）　
天保五年二月十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一六八・一六九頁） 。
（
（0）　
天保五年五月二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一九四頁） 。
（
（（）　
天保五年五月二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一九五・ 九六頁） 。
（
（（）　
天保五年七月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二 三頁） 。
（
（（）　
天保五年十一月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二 九・二四〇
（
（（）　
天保六年正月十一日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻三頁） 。
（
（（）　
天保六年二月二 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二〇頁） 。
（
（（）　
天保六年三月二十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻四 頁） 。
（
（7）　
天保五年七月二十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二二七頁） 。
（
（（）　
天保五年八月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二三一頁）の十八日付の端書。
（
（（）　
天保五年十一月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第三巻二四六頁） 。
（
（0）　
天保十年八月十二日頃「桂窓宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻一一二頁） 。
（
（（）　
天保五年十一月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二四九・ 五〇頁） 。
（
（（）　
天保六年正月十一日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻・八頁） 。
（
（（）　
天保六年三月二 八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻五〇・ 頁） 。
（
（（）　
天保六年三月二十八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻五〇頁） 。
（
（（）　
天保七年十月六日「桂窓宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二〇九・二一〇頁） 。
（
（（）　





天保七年六月二十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一七四頁） 。
（
（（）　
天保七年八月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一九八頁） 。
（
（（）　
天保十三年八月二十六日頃「篠斎宛覚」 （代筆） （ 『馬琴書翰集成』第六巻七頁） 。
（
（0）　
天保十三年十一月二十五日「篠斎宛覚 代筆） （ 『馬琴書翰集成』第六巻六六頁） 。
（
（（）　
天保十年八月十二日頃「桂窓宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻一一三頁） 。
（
（（）　
天保六年三月二 八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻五二頁） 。
（
（（）　
天保六年七月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻七七・七八頁） 。
（
（（）　
天保七年十月六日「桂窓宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二一一頁 。
（
（（）　
天保七年十月十一日「桂窓宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二一 ・二一五頁） 。
（
（（）　
天保十一年八月二十一 書翰」 （代筆） （ 『馬琴書翰集成』第五巻二一三
（
（7）　
天保十一年八月二十一日「篠斎宛書翰 代筆） （ 『馬琴書翰集成』第五巻〇一
（
（（）　
天保十一年 月二十一日「桂窓宛書翰」 （代筆） （ 『馬琴書翰集成』第五巻二二九頁） 。
（
（（）　
天保十一年 二月十四日「篠斎宛書翰」 （代筆） 五 三二 ）
（
（0）　
天保七年十月六日「桂窓宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二一〇頁） 。
（
（（）　
天保十四年六月朔日「桂窓宛書翰」 （代筆） （ 『馬琴 集成』第六巻七七頁） 。
（
（（）　
文政十年三月二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻一九 ・一九三頁） 。
（
（（）　
天保三年十月十八日「河内屋茂兵衛 書翰」 （ 『馬琴 集成』第 巻二二四頁） 。
（
（（）　
天保三年十一月二十五 河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻三八
（
（（）　
天保四年四月九日「河内屋茂兵衛宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五三頁 。
（
（（）　
天保五年正月十二日「河内屋茂兵衛宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻一五八頁 。
（
（7）　
天保六年正月十一日「河内屋茂兵衛宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一 ・ 頁 。
（
（（）　
文政十一年三月二十日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第一巻二一三頁） 。
（
（（）　





文政十一年十月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第一巻二二八頁） 。
（
（（）　
天保七年正月六日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一三二頁） 。
（
（（）　












天保二年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻八四頁） 。
（
（（）　






天保三年九月十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二〇〇頁） 。
（
（（）　
天保三年十月十八日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二二三頁） 。
（
（0）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻四 頁） 。
（
（（）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻八八頁） 。
（
（（）　
天保四年十一月六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一〇七頁） 。
（
（（）　
天保二年四月二十六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二 頁） 。
（
（（）　
天保二年八月二 六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻六・四
（
（（）　
天保三年正月二十一日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一〇 頁） 。
（
（（）　
天保三年四月二十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻一三〇・一三一
（
（7）　
天保三年六月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻一五五頁） 。
（
（（）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一六一頁、 六四頁） 。
（
（（）　
天保四年正月十五日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻二〇頁） 。
（
70）　
天保三年八月二十六日「黙老宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第二巻一九一頁） 。
（
7（）　
天保四年五月十六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻六九・七 馬琴の評について、徳田武「 『続西遊記国
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天保四年五月十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七四頁） 。
（
7（）　
天保四年七月十三日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻七六頁） 。
（
7（）　
天保二年四月二十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻三一頁） 。
（
7（）　
天保四年四月九日「河内屋茂兵衛 覚」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五三頁） 。
（
7（）　
天保二年十一月二十五日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻八三頁） 。
（
77）　
天保三年二月十九日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一一六頁） 。
（
7（）　
天保三年四月二 八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一二四頁） 。
（
7（）　
天保三年四月二十八日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一四一頁） 。
（
（0）　
天保三年六月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一五四頁） 。
（
（（）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一六三頁） 。
（
（（）　
天保四年三月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻三九頁） 。
（
（（）　
天保七年正月六日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一三三頁） 。
（
（（）　
天保七年六月二十二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一八一・一八二頁） 。
（
（（）　
天保十年六月九日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻九三頁） 。
（
（（）　
天保十年八月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第五巻一〇四・一〇五頁） 。
（
（7）　
天保十一年八月二十一 追啓 代筆） （ 『馬琴書翰集成』第五巻二〇八
（
（（）　
天保三年四月二 八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一二四・一二 頁） 。
（
（（）　






天保三年四月二十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻一三七・一三八頁） 。
（
（（）　





天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一七九・一八〇頁） 。
（
（（）　
天保三年八月十六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一八八・一八九頁） 。
（
（（）　
天保三年四月二十八日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一四 頁） 。
（
（（）　
天保三年九月十六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一九八・一 九頁） 。
（
（7）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一六〇頁、一六五頁） 。
（
（（）　
天保五年十一月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻二四六頁） 。
（
（（）　
天保六年二月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻〇頁） 。
（
（（（）　






天保十年六月九日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第五巻九三頁） 。
（
（（（）　
天保十年八月八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻一〇四・一〇五頁） 。
（
（（（）　
天保十一年八月二十一 追啓 代筆） （ 『馬琴書翰集成』第五巻二〇八頁） 。
（
（（（）　






天保三年十月二 日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二二八頁） 。
（
（（（）　
天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二三八頁） 。
（
（（（）　
天保四年四月九日「河内屋茂兵衛宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五四頁） 。
（
（（（）　
天保三年十月二 日「河内屋茂兵衛宛書翰」第 巻 八頁） 。
（
（（（）　






天保三年十一月二十五日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻二 九頁） 。
（
（（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻二五六頁） 。
（
（（（）　





天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二五六・二五七頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二七一頁） 。
（
（（（）　
天保三年十一月二十六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二六 頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一一六・一 七頁） 。
（
（（（）　
天保五年二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一六〇頁） 。
（
（（（）　
天保五年二月十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一八〇頁） 。
（
（（（）　
天保七年三月二十八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一六八頁） 。
（
（（（）　
天保七年六月二十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻一七二・一七三頁、一 七
（
（（（）　




天保八年八月十一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻三 七頁） 。
（
（（（）　
天保十年六月九日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻九三頁） 。
（
（（（）　
天保十年八月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第五巻一〇八頁） 。
（
（（（）　
天保三年十二月 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻二八二頁） 。
（
（（（）　
天保五年正月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一五四頁） 。
（
（（（）　
天保六年二月二 一日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二九頁） 。
（
（（（）　
天保四年正月十四日「桂窓宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻八頁） 。
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻四二・四 頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十四日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻七・ 八頁） 。
（
（（（）　
天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一 ・一 五
（
（（（）　
天保四年三月九日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻四三頁） 。
（
（（（）　








天保四年十一月六日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一一五頁） 。
（
（（（）　
天保四年四月九日「河内屋茂兵衛宛覚」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五三頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月朔日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻五五頁） 。
（
（（（）　
天保四年五月六日「河内屋茂兵衛宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻六七頁） 。
（
（（（）　
天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻八九頁） 。
（
（（（）　






天保四年七月十 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻九二・九 頁） 。
（
（（（）　
天保五年二月八日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一六七頁） 。
（
（（（）　
天保五年二月十八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一七九頁） 。
（
（（（）　
天保五年五月二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一九二頁） 。
（
（（（）　
天保五年五月二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第三巻一九六・ 九七
（
（（（）　






天保六年正月十一日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴 集成』第四巻四・五頁） 。
（
（（（）　
天保六年二月二 日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二〇頁） 。
（
（（（）　
天保五年五月二日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一九六・一九七
（
（（（）　
天保六年正月十一日「篠斎宛別翰」 （ 『馬琴書翰集成』第 巻四頁） 。
（
（（（）　
天保六年二月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第四巻二〇頁、二五頁） 。
（
（（（）　
文政元年二月三十日「牧之宛書翰」 （ 『馬琴書 集成』第一巻三二頁） 。
（
（（（）　
文政元年五月十七日「牧之宛『雁の翼』 」 （ 『馬琴 集成』第一巻三五頁） 。
（
（（（）　
文政七年閏八月七日「小泉蒼軒宛『令問愚答』 一一 六頁） 。
（
（（（）　





文政七年閏八月七日「小泉蒼軒宛『令問愚答』 」 （ 『馬琴書翰集成』第一巻一五九・一六〇頁、一六三頁） 。
（
（（（）　
文政七年閏八月七日「小泉蒼軒宛『令問愚答』 」 （ 『馬琴書翰集成』第一巻一五八頁） 。
（
（（（）　
文政十一年五月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第一巻二二三・二二四頁） 。
（
（（（）　
天保二年二月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一二頁） 。
（
（（（）　
天保二年八月二十六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻四〇頁） 。
（
（（（）　






天保三年八月十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一八〇・ 八一
（
（（（）　
天保三年九月二十一日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第二巻〇九頁） 。
（
（（（）　
天保三年七月朔日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一六〇頁） 。
（
（（（）　






天保三年十二月八日「桂窓宛書翰別紙 二八四 ～ 八六頁） 。
（
（（（）　
天保十一年四月 日「桂窓宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第五巻一八 頁） 。
（
（（（）　
天保十一年八月二十一日「桂窓宛書翰」 （代筆） （ 『馬琴書翰集成』第五巻 五頁） 。
（
（（（）　
天保十一年 二月十四日「桂窓宛書翰」 （代筆） （ 『馬琴書翰集成』第五巻四〇頁） 。
（
（（（）　
天保十二年閏正月九日「篠斎宛書翰」 （代筆） 『馬琴書翰集成』第五巻二六三頁） 。
（
（（（）　
天保三年四月二 八日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴書翰集成』第二巻一二四頁） 。
（
（（（）　
天保五年二月 六日「篠斎宛書翰」 （ 『馬琴 集成』第三巻一八三頁） 。
（
（（（）　
神田正行「 期の馬琴と『平山冷燕』 『両交婚伝』 『読本研究新 』第五二〇〇四年
（
（（（）　












号早稲田大学出版部一九九三年）に、馬琴が、日本の故事を中国の類書の配列にならって抄録を集めた『故事部類抄』五冊を編集したこと、その抄録の対象とした書籍が、 『古事記』 『日本書紀』 『続日本紀』 『日本三代実録』 『東鑑』 『元亨釈書』 『平家物語』 『太平記』 『宇治拾遺物語』 『古今著聞集』 『無名抄』 『雍州府志』などであったこと、を紹介している。
（
























































六日の桂窓宛書翰（ 『馬琴書翰集成』第三巻二三三・二三四頁）に、江戸のことをみるには、 『江戸志』のほか、 『紫の一もと』など二〇余の書籍・江戸図をすゝめ、御覧されたいのであれば貸進する、 『武蔵風土記注疏』 『浅草志』は所蔵していない旨を認めた。所蔵しているとしてあげた書籍のなかに、所蔵目録にみえないものがある。天和の写本の写し 紫の一もと』 、明和の印本『むさしあぶみ』 、写本、印本の『洞房語園 、 『新吉原由緒書』 、 『三芝居由緒書』 『長吏団左衛門由緒書』が目録にみえない。なお、神田正行氏が紹介された前記の「曲亭購得書目」にもみえない。　???????
　
天保十三年九月二十六日篠斎宛書翰（ 『馬琴書翰集成』第六巻六一・六二頁）に、全五巻を、下谷御徒歩衆で











代弘賢が、馬琴から恩借した『名所記』全部を返進 いる。年月不詳の屋代弘賢からの書翰（ 『馬琴書翰集成』第六巻二九七頁）によれば、弘賢が、 『太閤伝』 『御省録』を馬琴から貰って、多謝と礼を述べ、 『里程貴考』一冊を返上し、委曲、関氏のところで面会して承る、会読中で匆々答えたい、と伝えている。訂正・削除
　
第一一七集
　
一五六頁
　　
六行目
　
茂兵宛→茂兵衛宛
　　
一一行目
　
骨組をしかり→しっかり
　
一六二頁
滝沢馬琴 書籍の蒐集・抄録・借覧　㈣完
59
　　
一五行目
　
骨組をしかり→しっかり
　
一六五頁
　　
七行目「返送した……を受けた、 」を削除する。
　　
八・九行目
　「深川屋敷……落丁本のまヽにしておく、 」を削除する。
　
一七四頁
　　
二行目
　
十二月下旬までは→までには
